





























































































は嘉永 4 年（1851）の年初めに書かれたようである。 
全 21 丁（序⽂ 1 丁・丁付け 20 丁）の本作は、⻑⽅形だ
けでなく円窓や扇⾯などの形をした計83の枠で仕切られ、
















































































表 1 広重絵⼿本に描かれた画題別の割合（％）（図の数） 
花⿃画 ⼈物画 ⾵景画 静物画 
草筆画譜初編 20（17） 37（32） 41（35） 2（2） 
草筆画譜⼆編 24（24） 43（43） 33（33） 1（1） 
⽴斎百図 40（33） 37（31） 17（14） 6（5） 
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（図 7）内⽥實『広重』岩波書店、1930 年、124 ⾴、図 30。 

















※平成 30 年度筑波⼤学芸術専⾨学群⻑賞受賞 
32 藝叢35
図 1 歌川広重『略画光琳⾵⽴斎百図』3 丁裏・4 丁表 
1 冊 中本彩⾊摺 嘉永 4 年（1851） 中⼭道広重美術館 
図 2 歌川広重『略画光琳⾵⽴斎百図』6 丁裏・7 丁表 
1 冊 中本彩⾊摺 嘉永 4 年（1851） 中⼭道広重美術館 
図 3 歌川広重『略画光琳⾵⽴斎百図』9 丁裏・10 丁表 
1 冊 中本彩⾊摺 嘉永 4 年（1851） 中⼭道広重美術館 
図 4 歌川広重『草筆画譜』初編 9 丁裏・10 丁表 
1 冊 中本彩⾊摺 嘉永元年（1848） 国⽴国会図書館 
図 5 歌川広重『草筆画譜』⼆編 5 丁裏・6 丁表 
1 冊 中本彩⾊摺 嘉永 3 年（1850） 国⽴国会図書館 
図 6 歌川広重『草筆画譜』⼆編 6 丁裏・7 丁表 
1 冊 中本彩⾊摺 嘉永 3 年（1850） 国⽴国会図書館 
33藝叢35
図 7 尽語楼内匠編 歌川広重画『狂歌⽂茂智登理』 
1 冊 安政 5 年（1858） 国会国⽴図書館 
図 8 歌川広重『絵本⼿引草』7 丁裏・8 丁表 
1 冊 中本彩⾊摺 嘉永年間（1848-54） 
中⼭道広重美術館 
図 9 酒井抱⼀『光琳百図』前編 29 丁裏 
2 冊 ⼤本墨摺 ⽂化 12 年（1815） 国会国⽴図書館 
図 10 中村芳中『光琳画譜』乾 6 丁裏・7 丁表 
1 冊 ⼤本彩⾊摺 享和 2 年（1802） 国⽴国会図書館 
34 藝叢35
図 11 歌川広重 
《六⼗余州名所図会》「阿波 鳴⾨の⾵波」 
⼤判錦絵 安政 2 年（1855） 中⼭道広重美術館 
図 12 歌川広重 
《五⼗三次名所図会》「吉原 不⼆の沼浮原か原」 
⼤判錦絵 安政 2 年（1855） 中⼭道広重美術館 
図 13 歌川広重《名所江⼾百景》「⻲⼾梅屋敷」 
⼤判錦絵 安政 4 年（1857） 太⽥記念美術館 
図 14 歌川広重 
《⼗⼆ヶ⽉⾵俗図》「⼗⼀⽉ 顔⾒世」 
絹本着⾊ 短冊 安政元-7 年（1854-60） 
中外産業株式会社（原安三郎コレクション） 
